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Xsooに関係づける要素 a/,JW ,d軌 伝達マ トリックス
法におけるいわゆる伝達マ トリックスに相当するもので




基礎微分方程式 (2･a)～ (2･h)の近似解 (4)に含ま
れる積分定数 X,foおよび X s.aij:,具体的に軌 それ
ぞれ,平板の (-0および 符-0なる辺上 の等分乱点
(f,0)および (0,g)における断面力および変形を表わ







































































































































一九 本論文に用いた基礎式 (1･a)-(i.h)臥 せん断
変形の影響を考慮した Reissnelの平版曲げ理論に基づ
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